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※平成19年4月、警備業務運営の専門子会社として羽田エアポートセキュリティー（株）（資本金50百万円　出資比率100.0％）、及び旅客サービス業務運営の専門子会社として羽田旅客サービ
ス（株）（資本金50百万円　出資比率100.0％）を設立しました。両社は平成19年7月に業務受託を開始しております。

羽田空港再拡張など環境変化を的確に捉え、
経営基盤をさらに強化しながら、より一層の顧客第一主義を推進します。

昭和28（1953）年、当社は東京国際空港（羽
田）の旅客ターミナルビルの建設・管理運営
を目的として設立されました。
現在、当社グループは、施設管理運営業のほか、
免税店などの物品販売業、空港内レストラン
や機内食製造・販売などの飲食業を展開して
おります。

CS理念「訪れる人に安らぎを、去り行く人にしあわせを」の
下、すべてのお客様にご満足いただけるよう、サービスの向
上に取り組んでいます。

日本空港ビルデング株式会社
 Japan Airport Terminal Co., Ltd.
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●（株）ビッグウイング 
　広告・イベントの企画運営 ほか
●羽田旅客サービス（株）
　旅客サービス業務運営
●（株）ヒロインターナショナル 
　羽田空港における有料待合室・会議場の運営 ほか

●（株）エアポートマックス 
　清掃、園芸管理業務 ほか
●日本空港テクノ（株）
　空港ターミナル施設等の設備保守管理
●羽田エアポートセキュリティー（株）
　警備業務運営
●（株）櫻商会
　エアポートクリーンセンター、廃棄物処理

施設管理運営業

●国際協商（株）
　全国各空港売店等への一般品・免税品の卸売業及び物品販売
●（株）日本空港ロジテム
　ロジスティクス（商品の運送・検品等）
●（株）羽田エアポートエンタープライズ
　羽田空港における店舗運営業務
●（株）成田エアポートエンタープライズ
　成田国際空港における店舗運営業務
●（株）浜眞
　海産物等の卸売業及び小売業
●（株）アイティエス
　ゲーム機・遊戯機等の娯楽機械の設置営業

物品販売業

●東京エアポートレストラン（株） 
　羽田空港及び成田国際空港における飲食業及び軽食の製造販売
●コスモ企業（株）
成田国際空港内におけるアメリカン航空、ブリティッシュ・エア
ウェイズ、シンガポール航空、キャセイ航空、チャイナ エアライン、
ヴァージンアトランティック航空等の外国航空会社への機内食ケ
ータリング、冷凍食品の製造 ほか

●（株）シー・ティ・ティ
　航空機内用品及び食器類の洗浄 ほか
●会館開発（株）
　飲食施設の運営、宿泊・ホール・会議室の管理運営 ほか

飲食業

サービス

  保守管理

To Our Shareholders

株主の皆さまへ
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　株主の皆さまにおかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
　当社第64期の決算（平成19年4月1日から平成20年3月31日まで）のご報告をするに
あたり、ごあいさつ申し上げます。
　当社が事業を展開しております航空業界は、燃油価格が引き続き高値で推移する中、ビジッ
ト・ジャパン・キャンペーンの宣伝効果等による訪日外国人旅客数の増加がありましたが、ア
ジアや欧州通貨に対する円安基調による海外旅行への割高感や不安定な海外情勢の影響等に
よる出国日本人数の減少に加え、台風等の悪天候に伴う航空機の欠航等により国際線旅客数お
よび国内線旅客数が伸び悩むなど、総じて厳しい状況で推移いたしました。
　このような状況の下、当社グループは、引き続き旅客ターミナルビルにおける安全対策強化
に全力を傾注するとともに、顧客第一主義の徹底を図り、全社を挙げて一層のサービス向上に
努めてまいりました。さらに、旅客ターミナルビル運営の効率化に取り組むとともに、防災保安
業務および旅客サービス業務の一層の専門的かつ効率的な運営を図るため専門子会社2社を
設立するなど、業務の活性化と経営の合理化・効率化を推進し、社業発展と経営基盤の強化に
努めてまいりました。
　特に、営業の基盤である羽田空港におきましては、さらなる利便性、快適性および機能性の向

上を目指し、第1および第2旅客ターミナルビルについてリニューアルによる魅力ある店舗展開や空港限定新商品の企画・導入を
行うなどにより商業施設の活性化を図るとともに、第1旅客ターミナルビルに東京都認証保育所を開設するなどにより地域住民を
はじめ羽田空港利用者の要望にも積極的に対応してまいりました。国際線旅客ターミナルビルにおきましては、昨年9月の羽田－上
海(虹橋)間国際旅客チャーター便就航に対応するため、手荷物受取場や出国待合室等の施設拡張・改修工事を実施いたしました。
また、羽田空港利用者のさらなる利便性向上と空港内駐車場の混雑緩和を図るため、当社が管理運営するP4平面駐車場隣接地に
P4簡易立体駐車場を建設し、昨年12月供用いたしました。

　今後とも、国内航空輸送網の拠点である羽田空港における国内線および国際線旅客ターミナルビルを建設、管理運営する企業とし
ての社会的役割を深く認識し、全社を挙げて厳しい経営環境に耐え得る企業体力の形成と経営基盤の強化を図るとともに、公共性と
企業性の調和のとれた経営を目指すことにより、一層の社業の充実発展に努めてまいります。
　株主の皆さまにおかれましては、今後とも一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

平成20年6月
代表取締役社長　　　鷹 城　　勲

ホンチャオ



Top Interview

社長インタビュー
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　当期の連結業績につきましては、営業収益は、
1,394億1百万円(前期比 5.2%増)となりま
した。営業利益は、77億2千1百万円(前期比 

9.4%増)、経常利益は、持分法適用会社の増加もあり、78億
3千6百万円(前期比16.1%増)、当期純利益は、前期に特別
損失に計上した固定資産除却損が減少したこと等により大
幅に増加し、41億5千1百万円(前期比67.2%増)となり
ました。国内線および国際線旅客数が伸び悩む中、業務の活
性化と経営の合理化・効率化を推進し、増収増益を達成する
ことができました。

　当社は公共性と企業性の調和を基本理念と
し事業を展開しております。また、株主の皆さ
まに対する利益還元を経営の重要課題と位置

付けており、より一層積極的な姿勢で経営に取り組み、業績
の向上に努め、羽田空港旅客ターミナルビル増築工事等の大
規模投資等を考慮し内部留保を確保すると同時に、安定した
配当を継続して実施していきたいと考えております。
　なお、当期の期末配当金につきましては、上記配当方針お
よび業績等を総合的に勘案し、前期に比べ3円増配の1株当
たり8円(既に実施済みの中間配当金5円を加え、年間配当
金は13円)といたしました。

代表取締役社長

鷹城　勲

略 歴
昭和43年4月　当社入社
平成11年6月　当社常務取締役
平成13年6月　当社専務取締役
平成15年4月　当社代表取締役副社長
平成17年4月　当社代表取締役社長（現任）

た か し ろ         いさお
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Question

Answer

　当社グループの営業の基盤となる羽田空
港におきましては、首都圏における将来の航
空需要の増大に対応するため、新たに4本目

の滑走路等を整備する「東京国際空港再拡張事業」、およ
びその新滑走路の供用開始に合わせてPFI手法により国
際線ターミナル、エプロン等を整備する「東京国際空港国
際線地区整備等事業」が進められております。昨年3月に

3

3

Question

Answer

は新滑走路建設工事およびエプロン等整備事業の本工事
が着工されました。当社が中核となり航空会社等と出資設
立し、業務支援に注力しております「東京国際空港ターミ
ナル株式会社」におきましても、国際線旅客ターミナルビ
ル等の2010年10月供用開始に向けて、本年5月に旅客
ターミナルビル等整備工事を着工いたしました。
　羽田の拡張工事に加え、昨年5月「アジア・ゲートウェ
イ戦略会議」において、羽田空港のさらなる国際化の推進
が取り上げられるなど当社グループを取り巻く環境が大
きく変化しており、これら環境の変化への対応は急務と
なっております。このような中、当社グループは国内航空
輸送網の拠点である羽田空港における国内線および国際
線旅客ターミナルビルを建設・管理運営する企業として、
絶対安全の確立および同空港利用者利便の向上に努める
ことにより、確実に社会的責任を果たしてまいります。
　羽田空港再拡張後には、現在計画を推進しております
第2旅客ターミナルビル増築工事等の施設整備に伴う投
資負担がピークを迎えるなど厳しい経営が想定されます
が、戦略的かつ適切な投資および投資管理を行うとともに、
新国際線旅客ターミナルビルにおける事業展開、新たな
空港商業空間の開発や新規事業機会の研究に着手するこ

旅客ターミナルビルの増築・改修工事、店舗等の新設・改修工事で
業務の活性化と経営の合理化・効率化を図り、2010年10月の
羽田空港再拡張に向けて、一層の社業発展に努めてまいります。

と等により、グループ全体の継続的な企業価値の向上に
努めてまいります。
　これら重要な課題を強力に実行するために、組織体制
や人材育成を含む総合的かつ具体的な取り組みを早急
に確立してまいります。

株主の皆さまへの
メッセージをお願いします。

当期の連結業績について
聞かせてください。

2Question 今後の経営戦略について
お聞かせください。

2Answer

収支計画　

1,375
381
830
164
102
100

1,400
379
860
161

88
86

1,394
382
855
155

77
78

営業収益
　施設管理運営業
　物品販売業
　飲食業
営業利益
経常利益

2007年度 2008年度

1,434
389
887
158

87
90

（単位：億円）
※(目標)実績

1,368
373
838
157

76
72

※(目標)

1,395
380
859
156

79
77

※(修正予想) ※(業績予想)

※目標…2007年5月中期経営計画発表、修正予想…2007年11月発表、業績予想…2008年5月発表

● 中期経営計画（収支計画等）

2009年度
※(目標)



第2旅客ターミナルビル 次計画（予定）

・3スポット、本館部分
  （現国際線旅客ターミナルビル撤去後）

第2旅客ターミナルビル 次計画

・本館部分　2008年度着手予定

P4駐車場立体化

・本格立体駐車場　2008年度着手予定

国際線旅客ターミナルビル
拡張・改修工事（チャーター便対応）

・投資額  21億円　2007年11月完成

羽田空港再拡張事業の要旨羽田空港再拡張事業の要旨

羽田空港再拡張事業

D滑走路整備事業

国際線地区
整備等事業

貨物ターミナル
整備・運営事業

エプロン等
整備等事業

旅客ターミナルビル等
整備・運営事業

国により進められておりますこの再拡張事業では、「D滑走路整備事業」と、旅客ターミナルビル等整備・運営事業、貨物
ターミナル整備・運営事業、エプロン等整備等事業に関わる「国際線地区整備等事業」を大きな柱としています。

※国土交通省資料を基に当社作成

滑走路整備

国際線地区整備

D滑走路
整備事業

貨物ターミナル
整備・運営事業

旅客ターミナルビル等
整備・運営事業

エプロン等
整備等事業

第1旅客ターミナルビル

第2旅客ターミナルビル

C滑走路

A滑走路

B滑走路

● 再拡張事業の概要

発着容量制約の解消
利用者の利便性の向上
将来の国内航空需要対応と国際線定期便の受け入れを目指す40.7万回/年

発着能力の増強（1.3倍）

● 再拡張事業の目的

主な取り組み

Special Feature

特 集

2010年10月の羽田空港再拡張に向け、当社グループをあげ、
万全の体制で対応してまいります。

飛躍する羽田空港

P3 P4

P2 P1

今後の航空需要に対応するとともに、さらなる利便性、機能性の向
上を図るため、羽田空港第２旅客ターミナルビルの増築工事に着手。

羽田空港第2旅客ターミナルビル
の増築工事

第２旅客ターミナルビル前面にＰ４簡易立体駐車場が完成、お客様
の利便性向上、空港内駐車場の混雑緩和を図ります。

Ｐ4駐車場地区の整備

国際旅客チャーター便の増加に伴い、国際線旅客ターミナルビルの
拡張・改修工事、免税店の改修工事を実施。

国際線旅客ターミナルビル
拡張・改修工事（チャーター便対応）C A S E 3

C A S E 2

C A S E 1

第1旅客ターミナルビル

第2旅客ターミナルビル

国際線旅客
ターミナルビル

P4駐車場立体化

・簡易立体駐車場（800台）
   投資額  20億円
   2007年12月完成･供用開始
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30.3万回/年 



Special Feature

特集  飛躍する羽田空港
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羽田空港再拡張を目指した取り組み

羽田空港第2旅客ターミナルビルの増築工事C A S E 1

　羽田空港第2旅客ターミナルビルの本館増築工事を本年度中に着手します。D滑走
路の整備に伴う航空需要増に対応するため、2010（平成22）年度の供用開始を目途
に計画を推進してまいります。増築部分においては、出発・到着ロビーの増床を行う
とともに出発保安検査場を2カ所増設し、また到着手荷物ターンテーブルの増設（4
基）等、お客様が利用される時間の短縮を目指します。また、ショッピングゾーンも増
設するなど、さらなる利便性・快適性・機能性の向上を図ってまいります。

P4駐車場地区の整備C A S E 2

昨年末に供用を開始したP4簡易立体駐車場

　羽田空港を利用されるお客様のさらなる利便性向上および空港内駐車場の混雑緩
和を図るため、「P4簡易立体駐車場」を2007（平成19）年12月に供用開始いたしま
した。また、国際線旅客チャーター便の増便に伴い、P4駐車場地区と国際線旅客ター
ミナルビル間の歩行者連絡橋を整備しております。さらに第2旅客ターミナルビルの
増築工事に併せ、P4平面駐車場敷地に約1,600台規模の本格立体駐車場を建設し、
同ターミナルビルと空中連絡通路で結ぶ計画を進めております。駐車収容能力の増
強により、利用者の利便性向上や道路の混雑緩和につながるものと考えております。

上海

羽田
ソウル

香港

平面駐車場
（2000年4月オープン）

簡易立体駐車場
（2007年12月オープン）

平面
駐車場

国際線旅客ターミナルビル拡張・改修工事（チャーター便対応）C A S E 3

※2008年6月現在

上海（虹橋）

1日4往復

香港

1日1往復

ソウル（金浦）

1日8往復

　2007（平成19）年9月、羽田空港と中国上海の虹橋空港を結ぶ国際旅客チャーター便運航開始による旅客数の増加に対応す
るため、出発・到着ロビーの拡張、チェックインカウンターの増設、バゲージターンテーブルの増設、免税店の拡張および品ぞろ
え充実、新規飲食店舗の展開などの対応を行いました。さらに本年4月からは香港への運航も開始され、旅客数がますます増加し
ております。今後も利用されるお客様のご要望にきめ細かく対応し、利便性・快適性・機能性の向上を図ってまいります。

本館部分

450台

本格立体駐車場
（2010年10月オープン予定）

簡易立体
駐車場

1,200台 2,400台

PP

※本格立体駐車場完成後には、当初の平面駐車場より約5倍収容できるようになります。

現　在

P3

P2 P1

P4

第1旅客ターミナルビル

第2旅客ターミナルビル

P4簡易立体駐車場

平面駐車場

国際線
旅客ターミナルビル

「ソウル」、「上海」に加えて「香港」へも

拡張された免税店



　第1旅客ターミナルビルのエアポートラウンジは、2F北
ウイングと南ウイング、1Fのマーケットプレイス中央の3
カ所にございます。1Fエアポートラウンジ（中央）にはシャ
ワールームも完備するなど、ゆったりとおくつろぎいただ
けますので、どうぞご利用ください。

Topics

トピックス
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第1旅客ターミナルビルに「ポートベニール」がオープン

エアポートラウンジのご案内 

第1旅客ターミナルビル

エントランス

店内の様子

第1旅客ターミナルビル　エアポートラウンジ 第2旅客ターミナルビル　エアポートラウンジ

利便性・快適性・機能性のさらなる向上を目指して

国際線旅客ターミナルビルに「エスプレッサメンテ イリー」がオープン 

日本の空港としては初登場 「エスプレッサメンテ イリー」

　羽田空港の国際線旅客ターミナルビル2階出国
待合室内に2007（平成19）年10月27日、イタリアン
スタイルバール「espressamente illy（エスプレッサメ
ンテ イリー）」がオープンしました。
　同店は、イタリアの老舗最高級エスプレッソブラ
ンド「illy（イリー）」が提案する新しいスタイルのイタ
リアンバールで、日本の空港としては初登場のお店
となります。国際的に活躍しているイタリア人デザイ
ナー Luca Trazzi氏によるモダンな空間で、熟練され
たバリスタによるエスプレッソバリエーションと気軽
なライトフードをどうぞお楽しみください。

　第1旅客ターミナルビルのマーケットプレイス3階に
2007（平成19）年11月1日、セレクト雑貨ショップ
「PORTVENIR（ポートベニール）」がオープンしました。
　「Airport Souvenir（空港のおみやげ）」から名付け
られた同店では、ニューヨークを起点に世界中から小
さくてチャーミングなスーベニール（おみやげ）をた
くさん集めております。おみやげ探しは、旅の大きな
楽しみのひとつです。親しい人の顔を思い浮かべなが
ら、くつろぎの時間をお過ごしください。

　第2旅客ターミナルビルのエアポートラウンジは、3F
ターミナルロビーと4F北ピアの2カ所に設置しています。
シャワールームのほかにもフリードリンクサービスなど、
ご出発前のお客様の大切なお時間を、搭乗直前までリラッ
クスしてお過ごしいただける設備を整えています。

配布内容ご所有株式数

ご優待券1枚（1,000円）
ご優待券2枚（2,000円）
ご優待券3枚（3,000円）

 100 株以上 1,000 株未満
 1,000 株以上 10,000 株未満
 10,000 株以上

第2旅客ターミナルビル

各エアポートラウンジのご案内は、ホームページ
でもご案内しております。是非ご覧ください。

羽田空港旅客ターミナルビル内
物販・飲食店舗・エアポートラウ
ンジ（※）にて１枚1,000円の金
券としてご利用いただけます。

株主ご優待券がご利用いただけます

※ご利用可能店舗は、羽田空港190店舗、成田国際空港25店舗、関西国際空港1店舗です。

http://www.tokyo-airport-bldg.co.jp/
トップページ 施設･店舗情報 サービス施設･ラウンジ



Segment Information

事業別概況
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■ 施設管理運営業
■ 物品販売業
■ 飲食業
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営業収益比率営業収益比率 営業収益の推移営業収益の推移

飲食業飲食業　東京国際空港(羽田)国内線旅客ターミナルビルに
おける家賃収入および施設利用料収入は、昨年2月
から供用開始した第2旅客ターミナルビル増築分が
通年寄与したことに加え、航空会社用事務室スペー
ス等の賃貸増により、堅調に推移いたしました。国際
線旅客ターミナルビルにおける施設利用料収入に
つきましては、昨年9月からの羽田－上海(虹橋)間国
際旅客チャーター便就航に伴う国際線旅客数の増
加が寄与し、順調に推移いたしました。

　その他の収入は、第2旅客ターミナルビル増築に
伴う広告の増加、Ｐ4簡易立体駐車場供用開始によ
る駐車スペースの増加や長時間駐車料金割引制度
の認知向上に伴う利用台数の増加等により、堅調に
推移いたしました。
　その結果、施設管理運営業の営業収益は 404億
8千5百万円（前期比 4.3％増）、営業利益は 15億5
千万円（前期比 13.4％増）となりました。

施設管理運営業施設管理運営業

物品販売業物品販売業

　飲食店舗売上につきましては、フランチャイズ
契約店舗の拡充、メニュー変更および各種キャン
ペーン展開等による集客増に加え、｢空弁｣の卸売
や販売等の拡大が寄与したことにより、売上は堅
調に推移いたしました。
　機内食売上につきましては、燃油価格の高騰等
厳しい事業環境を背景に顧客航空会社が進める経

営の効率化・合理化の影響等を受け、機内食を提供
する一部路線が運航休止となるなど厳しい状況に
あり、売上は減少いたしました。
　その結果、飲食業の営業収益は174億7千9百万
円（前期比2.0％増）、営業利益は4億1千4百万円
（前期比23.2％減）となりました。

そらべん

　東京国際空港(羽田)国内線売店につきましては、
新商品や季節商品の催事販売等積極的な販売促進
に取り組むとともに、第1旅客ターミナルビルには、
コンビニエンスストア　「Ａｉｒ ＬＡＷＳＯＮ」やセ
レクト雑貨ショップ｢ポートベニール｣、第2旅客タ
ーミナルビルには、バームクーヘン専門店「ねんりん
家」を出店するなど店舗リニューアルを実施し、魅力
ある店舗展開を推進いたしました。また、「空スイー
ツ」等オリジナル商品の企画・導入等収益力向上に
向けた商品企画力および営業力の強化に努めたこ
となどにより、国内線航空旅客数が伸び悩む中、売上
は堅調に推移いたしました。
　国際線売店につきましては、アジアからの訪日外
国人旅客への販売促進、インターネットを活用した
免税品事前予約受付サービスの強化等積極的な営
業展開を推進いたしました。東京国際空港(羽田)免
税店におきましては、昨年9月からの羽田－上海(虹
橋)間国際旅客チャーター便就航等に伴う国際線旅

客数の増加に対応するため、店舗リニューアルや品
揃えの強化等を迅速かつ的確に実施したこともあ
り、売上は好調に推移いたしました。しかしながら、
成田国際空港の免税店におきましては、昨年4月の
第2旅客ターミナルビル本館免税ブランドモール新
設等に伴う同業他社免税店との厳しい競合環境や、
航空会社の再配置に伴う航空旅客分散等の影響を
受けたことにより、売上は減少いたしました。
　その他の売上につきましては、成田国際空港にお
ける免税店売上の減少に伴う売上構造の変化に的
確に対応するため、同空港第2旅客ターミナルビル
本館免税ブランドモールに新設された他社免税店
への免税品等の卸売や他社免税店運営業務の受託
を開始するなど積極的な事業展開を推進したこと
等により、売上は順調に推移いたしました。
　その結果、物品販売業の営業収益は862億8千5
百万円（前期比6.4％増）、営業利益は90億5千7百
万円（前期比13.0％増）となりました。

そら

27%

62%

11%

■ 飲食業

■ 物品販売業

■ 施設管理運営業
（百万円）



連結財務諸表
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17,489

–
17,489

17,489

–
17,489

資本金 資本剰余金 利益剰余金

株主資本 評価・換算差額等

自己株式 その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損益

評価・換算
差額等合計

少数株主持分 純資産合計
株主資本合計

当期
平成20年3月31日現在

前期
平成19年3月31日現在

増　減

35,110

19,128

7,633

2,096

3,682

1,130

1,445

7

162,049

140,074

123,100

2,226

7,448

884

6,414

681

21,293

13,155

6,047

2,090

197,160

30,684

16,149

6,353

1,998

3,920

1,172

1,148

57

158,441

134,994

117,969

2,168

8,612

524

5,720

697

22,749

13,823

7,035

1,890

189,126

4,425

2,978

1,280

98

237

42

297

50

3,608

5,080

5,131

58

1,163

360

694

16

1,455

668

987

200

8,033

（単位 百万円）

30,083

5,209

9,598

2,859

808

192

11,413

47,693

32,406

8,652

1,388

5,246

77,777

113,609

17,489

21,309

74,887

77

2,575

2,609

34

3,198

119,382

197,160

     

1,894

311

330

350

82

3

1,647

8,455

7,862

229

177

185

10,350

3,196

−

0

3,198

2

774

774

0

104

2,316

8,033

営業収益   
売上原価
　営業総利益
販売費及び一般管理費
営業利益   
営業外収益   
営業外費用   
経常利益   
特別利益
特別損失   
税金等調整前当期純利益   
法人税、住民税及び事業税   
法人税等調整額   
少数株主利益
少数株主損失  
当期純利益   

当期
自 平成19年4月     日
至 平成20年3月31日

増　減

（単位 百万円） （単位 百万円）（単位 百万円）

20,407
16,139

1,288
0

5,557
13,238

–

18,796

18,713
12,945

8,575
0

2,808
18,796

100

16,088

 営業活動によるキャッシュ・フロー
 投資活動によるキャッシュ・フロー
 財務活動によるキャッシュ・フロー
 現金及び現金同等物に係る換算差額 
 現金及び現金同等物の増減額   
 現金及び現金同等物の期首残高
 新規連結子会社の現金
　及び現金同等物の期首残高  
 現金及び現金同等物の期末残高   

（単位 百万円）

平成19年3月31日　残高
連結会計年度中の変動額
　剰余金の配当
　当期純利益
　持分法適用会社増加による剰余金増加高
　自己株式の取得
　自己株式の処分
　株主資本以外の項目の連結会計
　年度中の変動額（純額）
連結会計年度中の変動額合計
平成20年3月31日　残高

（注）金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（注）金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（注）金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（注）金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。    

（負債の部） 
流動負債 
　買掛金
　短期借入金
　未払法人税等
　賞与引当金
　役員賞与引当金
　その他
固定負債 
　長期借入金
　退職給付引当金
　役員退職慰労引当金
　その他
負債合計 

（純資産の部） 
株主資本 
　資本金
　資本剰余金
　利益剰余金
　自己株式
評価・換算差額等 
　その他有価証券評価差額金
　繰延ヘッジ損益
少数株主持分
純資産合計 
負債純資産合計 

（資産の部）   

流動資産   

　現金及び預金  

　売掛金  

　有価証券  

　たな卸資産  

　繰延税金資産  

　その他  

　貸倒引当金  

固定資産   

　有形固定資産  

　　建物及び構築物 

　　機械装置及び運搬具 

　　土地 

　　建設仮勘定 

　　その他 　

　無形固定資産  

　投資その他の資産  

　　投資有価証券 

　　繰延税金資産 

　　その他 

資産合計   

連結貸借対照表（要旨） 連結損益計算書（要旨） 連結キャッシュ･フロー計算書（要旨）
当期

平成20年3月31日現在
前期

平成19年3月31日現在
増　減 当期

自 平成19年4月     日
至 平成20年3月31日

増　減

連結株主資本等変動計算書 当期（自 平成19年4月1日　至 平成20年3月31日）

有形固定資産 ／ P4簡易立体駐車場の新築工事や国際線ビルの増
改築工事等による固定資産の取得がありましたが、既存の建物及び
構築物の償却により、有形固定資産合計では、前期末比50億円減の
1,349億円となりました。

負債合計 ／ 羽田空港第1及び第2旅客ターミナルビルの建設、改
修等の工事資金としての長期借入金を約定返済したこと等により、
前期末比103億円減の674億円となりました。

営業利益 ／ 営業収益が前期比5.2％増と推移する中、販売費及び一
般管理費は、前期比2.7％増と適切なコスト管理を図ることができ、
当期の営業利益は、前期比9.4％増となりました。

営業収益 ／ 昨年2月の羽田空港第2旅客ターミナルビル5スポッ
ト供用開始に伴い施設利用料収入等が増加したほか、成田空港にお
ける他社免税店への卸売上の増加等により、当期の営業収益は、前期
比5.2％増となりました。
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前期

自 平成18年4月     日
至 平成19年3月31日
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前期
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4,897

9,929

2,509

890

196

9,765

39,238

24,544

8,422

1,210
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67,426

116,805
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1,800

1,835

34
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121,699

189,126

132,518
65,719
66,799
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7,055
1,069
1,377
6,747

–
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5,756
3,871
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2
–
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1,088
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4,270

371
–

61
4,151

 
 
 
 
 
 
 

Consolidated Financial Statements



105,450
51,719
53,730
48,640

5,090
1,212
1,222
5,079

–
281

4,798
2,860

550
2,488

営業収益  
売上原価
　営業総利益 
販売費及び一般管理費
営業利益  
営業外収益  
営業外費用  
経常利益   
特別利益
特別損失  
税引前当期純利益  
法人税、住民税及び事業税  
法人税等調整額  
当期純利益  
 （注）金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。    

△

112,587
56,301
56,285
50,516

5,769
1,456
1,175
6,051

161
–

6,212
3,380

600
3,432

△

7,137
4,582
2,555
1,876

678
244

47
971
161
281

1,413
520

50
943

△

△

△

Consolidated Financial Highlights

連結財務ハイライト
Non-Consolidated Financial Statements 

単体財務諸表
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営業収益 経常利益 当期純利益

150,000

125,000

100,000

75,000

50,000

25,000

0

9,000 6,000

（単位 百万円） （単位 百万円）（単位 百万円）

第63期第62期第61期第60期 第63期第62期第61期第60期 第63期第62期第61期第60期

123,235

111,435

96,640

132,518
139,401

4,572

6,710
7,0217,500

6,000

4,500

3,000

1,500

0

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

2,515

3,892

4,706
6,747

7,836

2,482

4,151

１株当たり当期純利益 総資産／純資産 １株当たり純資産

■ 総資産     ■ 純資産
60

50

40

30

20

10

0

（単位 百万円） （単位 円）（単位 円）

240,000

200,000

160,000

120,000

80,000

40,000

0

1,200

1,000

800

600

400

200

0
第63期第62期第61期第60期 第63期第62期第61期第60期第63期第62期第61期第60期

23.47

37.25

45.72

24.72

41.33

188,177
193,843

177,164

114,695112,699
110,208

197,160

119,382 121,699

1,140.211,120.481,095.71
1,156.611,156.61

1,180.73

当期
平成20年3月31日現在

前期
平成19年3月31日現在

増　減

22,362
155,612
133,324

634
21,652

177,975

27,453
45,831
73,285

102,236
17,489
21,309
63,514

77
2,452

104,689
177,975

17,924
151,466
127,219

665
23,581

169,391

25,270
37,752
63,023

104,661
17,489
21,310
65,942

79
1,706

106,368
169,391

4,438
4,145
6,105

31
1,928
8,583

2,183
8,079

10,262

2,425
−
0

2,427
2

746
1,678
8,583

（単位 百万円） （単位 百万円）

（注）金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（注）金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

貸借対照表（要旨） 損益計算書（要旨）

増　減

（資産の部）   
流動資産   
固定資産   
　有形固定資産  
　無形固定資産  
　投資その他の資産  
資産合計   
（負債の部）   
流動負債   
固定負債   
負債合計   
（純資産の部）   
株主資本   
　資本金
　資本剰余金
　利益剰余金
　自己株式
評価・換算差額等   
純資産合計   
負債純資産合計   

△

△
△
△

△

△
△
△

△
△

△

△

資本金 自己株式 株主資本
合計

その他
有価証券
評価差額金

繰延
ヘッジ
損益

評価・換算
差額等
合計

資本
準備金

その他
資本
剰余金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

利益
剰余金
合計

株主資本
資本剰余金 利益剰余金

評価・換算差額等

その他利益剰余金
配当平準
準備金

羽田東側施設
建設積立金

別途
積立金

繰越利益
剰余金

純資産
合計

（単位 百万円）

■ 施設管理運営業     ■ 物品販売業     ■ 飲食業

株主資本等変動計算書 当期（自 平成19年4月1日　至 平成20年3月31日）    

前期
自 平成18年4月　 日
至 平成19年3月31日

1
当期

自 平成19年4月　  日
至 平成20年3月31日

1

第64期
（当期）

第64期
（当期）

第64期
（当期）

第64期
（当期）

第64期
（当期）

第64期
（当期）

189,126

17,489

−
17,489

17,489

−
17,489

21,309

−
21,309

21,309

−
21,309

0

0

0
0

0

0

0
0

21,309

0

0
21,310

21,309

0

0
21,310

1,716

−
1,716

1,716

−
1,716

4,560

−
4,560

4,560

−
4,560

5,000

5,000

5,000
−

5,000

5,000

5,000
−

48,700

7,000

7,000
55,700

48,700

7,000

7,000
55,700

△

△

△

△

3,537

1,004
5,000
7,000
3,432

427
3,965

3,537

1,004
5,000
7,000
3,432

427
3,965

△

△

△

△

63,514

1,004
−
−

3,432

2,427
65,942

63,514

1,004
−
−

3,432

2,427
65,942

△△

77

2
0

2
79

77

2
0

2
79

△

△

△
△

△

△

△
△

102,236

1,004
−
−

3,432
2
0

2,425
104,661

102,236

1,004
−
−

3,432
2
0

2,425
104,661

△

△

△

△

2,486

745

745
1,741

2,486

745

745
1,741

△

△

△

△

34

0

0
34

34

0

0
34

2,452

746

746
1,706

2,452

746

746
1,706

△

△

△
△

△

△

△
△

△

△

△

△

104,689

1,004
−
−

3,432
2
0

746

1,678
106,368

104,689

1,004
−
−

3,432
2
0

746

1,678
106,368

△

△

△

△

△

△

平成19年3月31日　残高
事業年度中の変動額
　剰余金の配当
　羽田東側施設建設積立金の取崩
　別途積立金の積立
　当期純利益
　自己株式の取得
　自己株式の処分
　株主資本以外の項目の
　当事業年度中の変動額（純額）
事業年度中の変動額合計
平成20年3月31日　残高
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大株主

株式の状況 所有者別株主数分布 会社概要 役員

本社及び営業所等

発行可能株式総数 　 288,000,000株

発行済株式の総数 　 100,540,000株

株主数 　 4,759名

商      号 日本空港ビルデング株式会社
 Japan Airport Terminal Co., Ltd.

設      立 昭和28年（1953年）7月20日

資 本 金 174億8,920万円（東証一部上場）

事業内容 （１）東京国際空港（羽田）旅客ターミナルビルの建設、管理運営
 　　　1航空旅客ターミナル施設、見学送迎施設等の建設、管理
 　　　2航空運送事業者及び空港構内営業者に対する事務室、店舗、
 　　   　作業場等の賃貸

 （２）物品販売業務
 　　　1東京国際空港（羽田）旅客ターミナルビルにおける物品販売業務
 　　　2成田国際空港旅客ターミナルビルにおける物品販売業務
 　　　3関西国際空港旅客ターミナルビルにおける物品販売業務

 （３）その他のサービス業務
 　　　1東京国際空港（羽田）利用者に対する案内業務、駐車場、
 　　   　旅行傷害保険代理業、ホテルあっせん等のサービスの提供

 　　　2成田国際空港利用者に対する旅行傷害保険代理業、
 　　　　ホテルあっせん等のサービスの提供

当社への出資状況
株主名 持株数（千株） 出資比率（％）

マコーリー バンク リミテッド クライアント カストディ アカウント

株式会社日本航空インターナショナル

全日本空輸株式会社

株式会社みずほコーポレート銀行

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
（住友信託銀行再信託分・京浜急行電鉄株式会社退職給付信託口）

株式会社三菱東京UFJ銀行

三菱地所株式会社

モルガン・スタンレー・アンド・カンパニー・
インターナショナル・ピーエルシー

大成建設株式会社

日本通運株式会社

20,000

4,398

4,398

3,835

3,484

3,408

3,111

3,035

2,731

2,337

19.89

4.37

4.37

3.81

3.46

3.38

3.09

3.01

2.71

2.32

所有数別株主数分布（単元株式数=100株）

自己名義株式
1名

個人その他
4,274名

金融機関
47名

その他国内法人
286名

外国人
115名

証券会社
36名

5,000単元以上
36名

自己名義株式
1名

1単元未満
361名

1単元以上
5単元未満
2,290名

5単元以上
10単元未満
226名

50単元以上
100単元未満
96名

100単元以上
500単元未満
203名

500単元以上
1,000単元未満
42名

1,000単元以上
5,000単元未満
66名

取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役
監 査 役

代表取締役社長
代表取締役副社長
専 務 取 締 役
専 務 取 締 役
専 務 取 締 役
常 務 取 締 役
常 務 取 締 役
常 務 取 締 役
常 務 取 締 役
取締役相談役
取 締 役
取 締 役

鷹城　　勲
土井　勝二
櫻井　正志
山本　兵一
石黒　正吉
安藤　　隆
鈴木　　満
横田　信秋
高橋　篤郎
門脇　邦彦
岩松　孝昭
岡本　保弘
　

本　　　社 東京都大田区羽田空港三丁目3番2号（東京国際空港内）

東京事務所 東京都千代田区大手町二丁目6番2号　日本ビル10階

成田営業所 千葉県成田市古込字込前164番地（成田国際空港内）

大阪営業所 大阪府泉南郡田尻町泉州空港中1番地（関西国際空港内）

中部営業所 愛知県常滑市栄町一丁目124番地

事業概要

● 建物の所有・
　 管理運営
● 物品販売
● 不動産賃貸
● 旅客サービス

● 建物の所有・
　 管理運営
● 物品販売
● 不動産賃貸
● 旅客サービス

東京国際空港（羽田）

第1旅客ターミナルビル第1旅客ターミナルビル

国際線旅客ターミナルビル国際線旅客ターミナルビル 駐車場駐車場

第2旅客ターミナルビル第2旅客ターミナルビル

● 建物の所有・
 　管理運営
● 物品販売
● 不動産賃貸
● 旅客サービス

● 建物の所有・
 　管理運営
● 物品販売
● 不動産賃貸
● 旅客サービス

● 物品販売
   （免税店ほか）
● 卸売（免税品、
    一般品）
● 旅客サービス

● 物品販売
   （免税店ほか）
● 卸売（免税品、
    一般品）
● 旅客サービス

成田国際空港
● 免税店運営
　 業務受託
● 物品販売
● 卸売

● 免税店運営
　 業務受託
● 物品販売
● 卸売

関西国際空港

● 建物の所有・
 　管理運営
● 物品販売
  （免税店ほか）
● 不動産賃貸
● 旅客サービス

● 建物の所有・
 　管理運営
● 物品販売
  （免税店ほか）
● 不動産賃貸
● 旅客サービス

● 駐車場の管理運営
　 P1立体駐車場
　 P4簡易立体駐車場
　 P4平面駐車場
　 P5平面駐車場

● 駐車場の管理運営
　 P1立体駐車場
　 P4簡易立体駐車場
　 P4平面駐車場
　 P5平面駐車場

● 卸売● 卸売

中部国際空港

株価チャート

　木丈太郎
根本　二郎
小谷　　昌
戸矢　博道
西塚　英和
霜田　明彦
斎藤　光博
　貝　和夫
森田　一夫
赤井　文彌
　口　公啓
大鷲　雅一

Stock Information

株式情報（平成20年3月31日現在）
Corporate Data

会社概要（平成20年6月26日現在）

（円）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
2006年 2007年 2008年

出来高

（千株）

00

3,000

500

1,500

2,500

2,000

1,000

10単元以上
50単元未満
1,438名

5,000

10,000

15,000


